
　
「
救
急
救
命
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
」
が
公
布
さ
れ
、
救
急
救

命
士
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
処
置
の
範
囲

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
田
原
市
消
防
本
部
で

も
、
平
成
27
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

拡
大
さ
れ
る
救
急
救
命
処
置
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▪
心
肺
停
止
前
の
静
脈
路
確
保
と
輸
液

　

血
圧
が
低
下
し
て
、
心
臓
が
止
ま
る
危

険
性
が
あ
る
シ
ョ
ッ
ク
状
態
の
人
や
、
長

時
間
に
わ
た
り
狭
い
場
所
や
機
械
な
ど
に

挟
ま
れ
た
人
に
対
し
て
点
滴
を
行
い
ま

す
。

❖
期
待
さ
れ
る
効
果

　

血
圧
低
下
を
防
ぎ
、
シ
ョ
ッ
ク
状
態
の

進
行
を
和
ら
げ
る
こ
と
や
、
身
体
を
長
時

間
挟
ま
れ
た
場
合
に
起
こ
り
得
る
「
ク

ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
」
の
予
防
が
期
待
で
き

ま
す
。

▪
血
糖
測
定
と
低
血
糖
発
作
症
例
へ
の
ブ

　

ド
ウ
糖
溶
液
投
与　

低
血
糖
の
可
能
性
が

あ
る
人
に
対
し
血
糖
測

定
を
行
い
、
低
血
糖
が

確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
、
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
を

投
与
し
ま
す
。

❖
期
待
さ
れ
る
効
果

　

血
糖
値
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
速
や
か

に
低
血
糖
が
判
断
で
き
、
低
血
糖
状
態
の

傷
病
者
に
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
を
投
与
す
る
こ

と
で
、
低
血
糖
状
態
を
早
期
に
改
善
さ
せ

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

◉
救
急
救
命
士
か
ら
の
お
願
い
◉

　

救
急
救
命
士
処
置
範
囲
拡
大
は
、
こ
れ

ま
で
の
心
肺
停
止
後
の
傷
病
者
に
対
す
る

行
為
に
加
え
、
心
肺
停
止
前
の
重
度
傷
病

者
に
対
し
行
え
る
よ
う
に
な
る
も
の
で

す
。
い
ず
れ
も
、
医
師
の
指
示
の
下
、
処

置
を
行
う
こ
と
で
症
状
の
改
善
が
期
待
で

き
ま
す
が
、
点
滴
を
す
る
こ
と
で
痛
み
が

生
じ
た
り
、
現
場
の
滞
在
時
間
が
長
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
処
置

を
行
う
前
に
、
必
ず
説
明
を
し
て
、
承
諾

を
得
た
後
に
行
い
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

も
う
い
い
か
い

　火
を
消
す
ま
で
は

　ま
あ
だ
だ
よ 消太

救子

春
号

◦血糖測定

◦ブドウ糖溶液投与

救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
が
拡
大

～
救
え
る
命
を
救
い
た
い
～

救　助 救　急 火　災
種別 H26 前年比 種別 H26 前年比 種別 H26 前年比

交通 15 △ 3 急病 1,490 △ 9 建物 15 1

水難 8 ± 0 一般 342 31 車両 1 1

機械 4 3 交通 190 △ 17 船舶 1 ± 0

火災 2 2 労災 27 1 林野 0 △ 2

その他 9 3 その他 192 43 その他 19 1

合計 38 5 合計 2,241 49 合計 36 1

▪田原市管内の出動件数（平成 26 年消防統計）
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